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溶融紡糸の基礎溶融紡糸の基礎

定常状態の基礎方程式

解析結果



定常状態の溶融紡糸過程の支配方程式
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レオロジー方程式（構成方程式）

FdV
 1 3 6 0 10 4

ηAdx
= ρ = 1.356 - 5.0 x 10-4T

Cp = 1.26 + 2.5 x 10-3T

h (k /D) (0 28 R 0 334)h = (ka/D) (0.28 Re0.334)

τf = 0.5ρa V2 (0.66 Re-0.61)



数値解析の条件数値解析の条件



紡糸速度依存性

なぜ、冷却挙動に大きな差がないのか？
なぜ、張力が距離に対して変化するのか？



時間に対する温度変化時間に対する温度変化
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紡糸速度が高い方が中流域の冷却速度大

高冷却速度と高移動速度が相殺しあうため 紡糸口からの距離高冷却速度と高移動速度が相殺しあうため、紡糸口からの距離
に対する温度変化の速度依存性は小さくなる。



紡糸線張力の成分

張力

空気抵抗力

慣性力慣性力

重力



数値解析の条件数値解析の条件



吐出量依存性

高吐出量で冷却が遅くなる
張力のグラフが途中で交わっている張力のグラフが途中で交わっている



紡糸線に加わる応力

応力で比較すると、低吐出量
の方が応力が高い

繊維の構造を支配するのは、
力 なく 応力張力ではなく、応力



数値解析の条件数値解析の条件



分子量依存性

張力は著しく異なるが、温度、速度のプロフィールの差は小さい

速度プロフィールのわずかな差は、張力分布の差による



数値解析の条件数値解析の条件



紡糸温度依存性

PETの場合、紡糸温度を大きく変化させることは難しい
挙動に大きな差はない

高吐出温度で冷却がわずかに遅れる。張力は下がる



数値解析の条件数値解析の条件



冷却条件依存性

急冷すると張力が高くなる


